
明
治
期
高
知
に
お
け
る
日
中
文
人
の
交
流

1
画
家
胡
鉄
梅
を
中
心
と
し
て

明
治
四
年
に
日
清
冏
の
修
好
条
規
が
調
印
さ
れ
て
以
来
、
清
国
人
が
日
木
に

渡
航
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
日
本
国
内
漂
佃
国
人
と
日
本
人
と
の
問
で
漢

詩
の
唱
酬
等
里
荒
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
空
父
流

か
最
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
首
都
の
束
京
、
次
い
で
京

阪
神
地
力
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
動
き
は
次
第
に
全
国
各
地
に
及
ん
で
い
っ

た
こ
と
が
、
当
時
の
さ
ま
、
ざ
ま
な
資
料
を
通
し
て
知
ら
れ
る
。

我
々
は
こ
こ
数
年
、
主
と
し
て
神
戸
を
中
心
と
す
る
地
域
に
お
け
る
H
中
文

人
問
の
文
契
X
流
に
つ
い
て
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
発
表
し
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
今
回
は
神
戸
を
経
由
し
て
、
あ
る
い
は
神
戸
在
住
の
人
々
と
の
つ
な
が
り

を
背
景
と
し
て
高
知
を
訪
れ
た
消
国
人
と
、
抽
一
兀
高
知
の
詩
人
た
ち
と
の
間
の

詩
文
交
流
に
着
目
し
、
そ
四
需
呈
態
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に

す
る
こ
と
の
で
き
た
亊
柄
を
ま
と
め
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

」
殆
を
訪
れ
て
地
元
の
詩
人
と
一
需
し
た
清
国
人
と
は
、
明
治
十
八
午
の
胡

絵
(
一
八
四
八
S
 
一
八
九
九
)
、
同
十
九
年
の
モ
治
本
(
一
八
二
五
S
 
-

ソ

0
八
)
、
同
二
十
年
か
ら
二
十
一
年
に
か
け
て
の
馬
仂
周
(
一
八
五
五
ご
ろ

は
じ
め
に

)
、
同
三
十
二
年
か
ら
三
十
三
年
に
か
け
て
の
王
照
(
一
八
五
九
S
 
一
九

S
?

三
三
又
は
一
九
三
五
)
等
で
あ
る
。
こ
の
方
面
の
研
究
成
果
と
し
て
は
既
に
中

(
庄
1
)

村
忠
行
氏
の
二
胡
鞭
」
札
記
1
清
末
の
一
盡
家
と
士
佐
の
詩
人
達
1
」
が

あ
る
。
こ
の
論
文
は
隔
、
に
掲
げ
た
胡
鉄
栴
に
つ
い
て
、
そ
の
来
日
の
時
期
、

日
本
に
お
け
る
足
跡
等
も
含
め
て
考
証
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
王
治
本
や
馬

仂
周
の
高
知
で
の
活
動
に
も
一
言
及
し
た
、
き
わ
め
て
詳
細
な
内
容
の
も
の
で
あ

る
。
我
々
は
こ
の
中
村
氏
四
愚
に
浴
し
つ
つ
研
究
を
発
展
さ
せ
て
き
た
の
で

あ
る
か
、
た
だ
、
中
村
氏
は
当
時
四
島
の
地
元
新
剛
に
掲
枝
さ
れ
た
迷
対
文

資
料
に
目
を
通
さ
れ
た
形
跡
が
な
く
、
ま
た
、
そ
の
あ
ま
り
に
も
該
博
な
知
識

と
知
見
か
却
っ
て
災
い
し
た
も
の
か
、
辻
街
人
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
事
柄
の
叙

祭
や
や
祉
毅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
嫌
い
な
し
と
し
な
い
。

そ
こ
で
、
我
々
は
中
村
氏
が
目
諸
し
て
お
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
新
聞
資
料

(
d
三

等
も
援
用
し
、
か
つ
胡
・
王
念
伯
本
Y
 
馬
'
王
(
照
)
の
四
者
を
で
き
る
だ

け
分
け
て
、
そ
の
活
動
の
器
一
に
迫
っ
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
本
稿

は
そ
の
第
、
一
報
と
し
て
胡
鉄
梅
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

最
初
に
明
治
十
八
年
の
胡
鉄
栴
の
訪
問
以
前
の
高
知
の
地
元
紙
に
見
ら
れ
る

日
中
詩
人
の
壽
に
つ
い
て
紹
介
し
、
こ
れ
を
前
史
と
し
て
、
本
冴
胡
鉄
梅
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の
一
件
に
入
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

明
治
期
の
日
本
の
禽
に
は
「
雑
録
」
等
と
称
す
る
コ
ー
ナ
ー
に
地
元
の
詩

人
の
も
の
を
中
、
心
と
し
て
、
迷
"
文
作
品
の
掲
載
さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
っ

た
。
当
時
の
局
知
で
八
元
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
も
そ
の
例
に
漏
れ
ぬ
も
の
で
あ

リ
、
そ
れ
ら
の
作
品
の
中
に
明
治
十
五
年
か
ら
十
六
年
に
か
け
て
の
日
中
詩
文

交
滂
跡
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
つ
は
田
中
登
全
八
三
一
 
S
 
-

九
0
八
)
と
王
治
本
と
の
交
流
、
も
う
一
つ
は
国
分
<
設
交
八
五
七
S
 
-

ブ

四
四
)
と
陳
曼
寿
と
の
交
匹
あ
る
。

(
住
3
〕

璞
堂
の
伝
記
的
亊
項
に
つ
い
て
は
小
村
氏
縄
明
を
倫
一
さ
れ
た
い
。
王
治

本
は
黍
(
漆
)
園
と
号
し
、
明
治
十
年
に
来
詔
し
、
途
中
何
度
か
故
郷
の
漸
江

警
伏
ヘ
の
帰
省
を
挟
み
つ
つ
、
.
長
ら
く
日
本
に
滞
在
し
、
明
治
の
終
わ
り
こ
ろ

長
崎
で
客
死
し
た
七
言
わ
れ
る
、
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
文
人
で
あ
る
。
彼
ら

二
人
の
交
流
の
跡
が
宏
陽
新
桜
』
紙
上
の
三
箇
所
に
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
う

ち
の
二
つ
は
黍
園
の
評
を
付
し
て
掲
載
さ
れ
た
、
十
五
年
六
月
二
十
九
日
号
の

7
簾
将
軍
歌
」
と
、
十
六
年
八
月
二
十
五
日
号
の
「
一
燈
」
及
び
「
新
雁
」
の

両
詩
で
あ
る
。
後
の
一
つ
は
同
紙
十
六
年
四
月
十
四
日
号
掲
載
の
璞
堂
の
「
泰

マ
マ

寄
条
園
王
先
生
」
詩
と
、
こ
れ
に
対
す
る
黍
園
の
次
韻
の
作
と
、
さ
ら
に
こ
れ

に
対
す
る
璞
堂
の
ゾ
甑
の
作
の
計
三
首
で
あ
る
。

彼
ら
の
交
流
の
始
ま
り
は
遅
く
と
も
、
璞
堂
が
東
京
に
滞
在
し
て
い
た
明
治

十
三
年
ご
ろ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
明
治
十
九
年
彼
が
王
治
本
を

(
住
ι

高
知
に
迎
え
た
と
き
の
「
王
黍
園
詞
宗
過
劼
、
欣
然
賦
謝
」
詩
に
「
京
城
の
贈

答
太
だ
纏
奨
り
、
指
を
屈
す
れ
ば
号
X
し
て
六
年
過
ぎ
た
り
」
の
句
が

一
明
治
期
高
知
に
お
け
る
日
中
詩
文
交
流
前
史

0

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
中
村
氏
も
こ
の
詩
句
を
根
拠
と
し
て
「
明
治
十
=
'
・
十
四

年
全
八
八
O
S
 
一
八
八
こ
頃
」
を
璞
堂
の
上
京
年
次
と
見
て
お
ら
れ
る
。

た
だ
、
中
村
氏
が
璞
堂
は
竹
馬
の
友
た
る
山
本
弘
堂
(
一
八
三
四
?
S
 
一
九
0

七
)
の
江
戸
「
下
谷
吟
社
」
ヘ
の
出
入
に
刺
激
さ
れ
、
「
発
奮
し
て
上
京
、
勉

学
す
る
傍
ら
木
茎
碍
の
『
薪
吟
社
』
や
王
禽
の
『
開
香
村
』
に
出
入
し
て
、

(
庄
、
ご

詩
を
学
ん
だ
ら
し
い
」
と
述
ベ
て
お
ら
れ
る
の
に
は
、
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な

い
ず
れ
に
せ
よ
、
璞
堂
の
次
胡
の
作
の
領
聯
で
王
治
本
の
容
貌
を
「
絲
帳
青

既
先
覚
の
士
、
痩
肩
斑
鬢
旧
書
生
」
と
表
現
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
こ

の
と
き
既
に
面
勢
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
て
み
る
と
、
こ
の
三
首
は
明

治
十
'
年
ご
ろ
、
二
人
四
荒
の
始
ま
っ
た
当
初
の
も
の
と
見
る
の
が
自
焚
ム

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
詩
句
に
ょ
り
、
二
人
の
交
流
の
様
子
を
窺
っ
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
璞
堂
か
ら
黍
園
ヘ
の
第
一
首
の

(
住
b
)

冒
頭
に
口
た
び
巴
辞
{
譯
に
入
り
し
よ
り
、
神
魂
旦
径
回
か
驚
き
ぬ
る
」

と
あ
る
の
に
ょ
り
、
黍
園
が
撰
名
を
務
め
る
等
何
ら
か
の
形
で
関
与
し
て
い
た

詩
文
誌
、
も
し
く
井
靜
欄
を
も
つ
刻
開
に
愁
土
が
自
作
を
投
稿
し
、
入
選
し

た
と
い
う
亊
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
「
巴
辞
」
は
「
巴
人
下
里
」
の
故
事
(
、
梁

簡
文
帝
「
与
湘
東
玉
ど
)
を
踏
ま
え
、
自
作
を
謙
遜
し
た
表
現
と
考
え
て
ょ

か
ろ
う
。
さ
て
、
こ
れ
に
対
す
る
黍
園
の
次
談
の
作
「
次
契
十
則
田
中
道
契
先

生
」
の
首
聯
に
ょ
れ
ぱ
、
璞
堂
の
作
は
「
十
首
の
琳
狼
」
で
、
黍
園
は
「
清
辞

加
句
人
を
L
驫
か
し
む
」
と
評
し
て
い
る
。
こ
れ
を
き
つ
か
け
に
し
て
、

璞
堂
は
「
王
氏
余
よ
り
少
き
こ
と
三
年
」
(
第
一
首
原
注
)
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
「
願
わ
く
は
京
道
を
将
て
堂
室
を
窺
い
、
弟
子
行
中
名
を
列

ぬ
る
を
得
ん
こ
と
を
」
(
第
一
首
尾
聯
)
と
願
い
出
た
の
に
対
し
、
泰
園
は
次

韻
の
作
の
尾
準
「
良
縁
定
め
し
前
生
の
結
ベ
る
有
ら
ん
。
識
る
を
得
た
り

-10-
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萃
鬻
士
の
名
」
と
受
け
止
め
て
い
る
。
こ
れ
を
承
け
た
璞
堂
の
第
二
首
「
再

用
前
韻
奉
答
」
で
は
、
首
聯
で
「
屡
し
ぱ
瀦
が
手
を
煩
わ
L
て
新
評
を
得
た

リ
、
我
に
投
せ
る
佳
篇
吟
じ
且
つ
驚
く
」
七
詠
ん
で
、
黍
園
か
ら
贈
ら
れ
た

佳
篇
に
敬
服
し
、
黍
園
を
師
匠
と
し
て
「
桃
李
春
風
天
下
に
遍
し
。
易
ぞ

唯
に
東
海
に
声
名
を
擅
に
す
る
の
み
な
ら
ん
や
」
と
た
た
え
て
結
ん
で
い
る
。

も
う
一
っ
の
壽
畢
例
の
界
金
峡
(
名
高
胤
)
は
、
む
し
1
厘
の
号

で
知
ら
れ
る
詩
人
で
あ
る
。
仙
台
の
人
で
あ
る
が
、
明
治
十
七
午
以
前
の
一

,
一
.

期
、
大
阪
の
『
大
東
日
報
』
を
経
て
、
一
凱
の
択
陽
新
報
』
の
記
著
を
務
め

(
庄
8
〕

て
い
た
。
鰹
ル
寿
は
、
名
は
器
叩
、
字
は
味
梅
、
品
秀
は
そ
の
号
で
あ
る
。
明

治
十
三
年
に
来
日
し
、
十
五
年
六
月
に
帰
国
し
た
が
、
そ
の
問
、
同
蒔
代
の
日

本
象
静
人
六
十
二
人
の
作
品
五
百
九
十
九
首
を
収
録
し
た
『
日
木
同
人
詩
選
」

(
明
治
十
六
年
四
月
)
を
編
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
同
紙
の
十
六
年
三

月
十
七
日
号
に
金
峡
の
弓
嫉
島
」
「
高
山
〔
即
厳
島
絶
頂
〕
」
の
二
詩
及
び

陳
村
罪
の
栗
、
ま
た
、
七
阿
十
九
日
号
に
は
<
巌
の
「
登
築
波
山
」
詩
及
び

陳
曼
寿
の
評
が
城
っ
て
い
る
が
、
詩
に
詠
ま
れ
て
い
る
場
所
、
及
び
彼
ら
二
人

の
峡
荏
か
ら
考
え
て
、
い
ず
れ
も
金
峡
四
昂
"
任
以
前
の
作
と
考
え
ら
れ

る
。

ま
た
、
同
紙
十
六
年
三
月
二
十
三
日
号
に
は
、
陳
U
罪
「
耆
生
倫
〔
念

別
号
詞
宗
兼
索
和
」
と
念
綴
「
次
曼
寿
詞
伯
品
的
泰
答
」
と
い
う
二

人
の
唱
酬
の
作
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
昇
句
の
内
容
か
ら
し
て
、
こ
れ
も
高

知
に
お
け
る
一
荒
命
物
と
は
考
え
に
く
い
。

巨
1

あ
る
が
、
鉄
栃
は
才
で
、
そ
の
名
は
璋
、
'
後
桐
城
の
人
。
山
水
・
人
物
・
花

十
升
に
巧
み
な
こ
と
で
知
ら
れ
た
画
家
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
二
十
九
年
上
海
で

隷
帳
』
を
郵
刊
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
中
村
氏
は
甥
鉄
梅
の
来
日

後
、
島
匁
訪
問
に
至
る
ま
で
の
経
紳
に
つ
い
て
詐
し
い
考
証
を
し
、
当
時
「
我

国
に
居
留
す
る
外
国
人
に
対
し
て
は
『
遊
歩
規
定
』
な
る
も
の
が
あ
り
、
特
別

に
許
可
さ
れ
た
者
以
外
は
、
居
留
地
外
に
住
む
こ
と
が
許
さ
れ
」
ず
、
国
内
旅

行
に
は
1
哥
証
を
入
手
す
る
必
要
の
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

禿
辻
"
〕

る
。
我
々
と
し
て
は
、
こ
れ
に
付
け
加
え
る
こ
と
の
で
き
る
亊
柄
は
ほ
と
ん
ど

な
い
か
、
次
の
二
件
の
一
連
の
外
務
省
資
料
(
東
字
第
参
拾
柴
号
)
は
中
村
氏

、
吾
及
し
て
お
ら
れ
な
い
の
で
、
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

(
1
)
胡
鉄
梅
の
高
知
訪
問
の
経
緯
さ
て
、
い
よ
い
よ
本
題
の
親
杭
で

二
胡
鉄
梅
と
高
知
文
人
の
交
流

L
く
卞

明
治
1
八
年
五
月

沽
国
文
士
胡
玉
・
1
黍
園
三
力
年
ヲ
削
シ
日
木
全
境
遊
歴
ノ
旅
行
免
状
請

明
治
十
八
年
六
月

清
国
公
使
鯨
村
学
生
王
治
本
胡
鉄
梅
ヘ
内
地
旅
行
免
挨
付
与
ノ
件

啓
名
茲
有
本
大
臣
署
中
学
生
王
治
本
胡
鉄
桁
二
人
欲
力
会
国
山
陽
道
山
陰

通
西
海
道
南
海
道
各
処
遊
歴
往
返
約
以
一
年
為
期
応
詰
貴
外
務
卿
各
給
旅

行
聖
枚
共
計
両
紙
並
、
望
在
西
工
赴
明
一
年
期
限
及
貴
境
各
処
地
方
字
様

以
便
芽
子
生
等
随
時
随
地
可
以
出
遊
不
致
煕
、
契
深
鑾
十
此
布
即
頌
日
祉

光
緒
十
一
年
四
月
二
十
日
明
治
十
八
年
六
月
十
二
日

紗
ぎ
人
臣
徐
承
祖

夕
卞
務
卯
井
上
蝶
閣
]

一Ⅱ一



こ
れ
に
ょ
る
と
、
明
治
十
八
年
五
月
、
胡
璋
(
璋
は
本
名
。
玉
章
は
璋
を
誤
っ

た
も
の
だ
ろ
う
)
は
王
治
本
と
も
ど
も
、
Ξ
力
年
に
わ
た
る
日
本
全
域
遊
歴
の

旅
行
免
状
を
申
請
し
た
も
の
の
、
拒
絶
さ
れ
た
。
こ
れ
が
個
人
で
行
っ
た
申
請

で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
身
元
引
受
人
を
通
じ
て
の
申
請
で
あ
っ
た
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
そ
の
後
ま
も
な
く
今
度
は
欽
差
大
臣
、
す
な
わ
ち
時
の
在
日
本
清

国
理
事
府
正
使
徐
承
祖
の
名
義
で
二
人
の
山
陽
・
山
陰
・
西
海
・
南
海
の
各
道

へ
の
一
年
問
の
遊
歴
の
た
め
の
旅
行
票
の
交
付
が
申
請
さ
れ
、
許
可
さ
れ
て
い

る
。
二
人
の
身
分
が
五
河
の
申
請
で
は
〒
街
文
士
」
と
な
っ
て
い
た
の
が
、

六
見
の
そ
れ
で
は
「
本
大
臣
署
中
の
学
生
」
と
さ
れ
た
の
も
、
効
き
目
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
胡
鉄
梅
が
南
海
道
の
高
知
に
入
っ
た
時
期
は
十
八
年
の
七
月
二
十
八

日
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
高
知
の
地
元
紙
『
弥
生
新
聞
』
の
十
八
年

七
月
二
十
八
日
号
か
ら
八
月
一
日
号
に
か
け
て
、
「
消
国
有
名
ノ
畢
客
(
改
行
)

誤
杭
先
生
来
県
ス
(
改
行
)
右
先
生
ノ
揮
毫
0
詩
文
雨
0
古
人
畿
審
定

等
乞
フ
雅
客
ノ
紹
介
可
仕
候
問
御
来
学
レ
(
改
行
)
西
弘
小
路
南
国
社
」

と
い
う
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ょ
っ
て
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
後
で
見

る
八
月
二
十
五
日
執
竿
の
璞
堂
の
「
長
笛
一
声
楼
詩
集
序
」
に
、
胡
鉄
梅
か
高

知
に
来
て
か
ら
「
幾
ど
将
に
打
に
匝
か
ら
ん
と
す
」
と
述
ベ
ら
れ
て
い
る
の
と

も
見
合
っ
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
村
氏
は
コ
局
知
は
胡
鉄
悔
に
と
っ
て
不
案
内
の
士
地
で
あ
る

か
ら
、
何
人
か
紹
介
す
る
人
が
あ
っ
た
に
相
述
な
い
。
が
、
誰
か
誰
に
紹
介
し

た
の
か
は
、
審
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
何
れ
に
せ
よ
、
紹
介
を
受
け
た
人

が
、
田
中
璞
堂
・
一
一
匝
竿
・
宮
地
逸
斎
三
兄
弟
の
中
の
一
人
で
あ
る
か
、
そ

の
周
辺
に
在
っ
た
人
で
あ
ら
う
こ
と
は
、
想
像
鉦
く
な
い
」
と
述
ベ
て
お
ら

れ
る
ー
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
申
請
が
王
治
本
と
連
名
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
し
て
、
胡
・
王
の
問
に
既
に
付
き
合
い
が
あ
っ
た
と
老
え
ら
れ
る
か

ら
、
王
治
本
が
胡
鉄
梅
を
璞
堂
に
紹
介
し
た
と
見
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

(
2
)
遲
遁
さ
て
、
一
弥
生
新
聞
』
に
は
、
そ
の
八
月
七
日
号
か
ら
十
月

十
六
日
号
に
か
け
て
断
続
的
に
、
高
知
の
詩
人
た
ち
と
胡
鉄
梅
と
が
唱
酬
し
た

詩
文
が
載
っ
て
い
る
。
掲
載
の
順
序
は
必
ず
し
も
詠
ま
れ
た
順
序
を
表
す
も
の

と
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
時
系
列
に
則
し
て
整
理
し
、
以
下
彼

我
詩
文
一
荒
の
様
子
を
窺
っ
て
み
ょ
う
と
思
う
。

田
中
璞
堂
と
=
西
竿
の
兄
弟
が
胡
鉄
桁
に
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
し
た
左
記
の
三

首
(
八
月
七
日
号
謡
)
が
、
最
も
早
い
時
期
の
も
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

一
竿
交
八
三
四
S
一
九
0
0
)
の
伝
記
的
事
項
に
つ
い
て
は
中
村
氏
の
説
明

(
庄
器
)

を
会
風
さ
れ
た
い
。

呈
大
清
銕
梅
胡
先
生
侍
側
以
供
一
粲
二
首
璞
堂
田
中
正

妙
手
由
来
不
査
工
妙
手
は
由
来
工
を
兎
め
ず

一
謂
只
要
得
杣
通
古
鋪
只
杣
通
を
得
ん
こ
と
を
要
す
る
の
み

海
南
山
水
何
多
幸
海
南
の
山
水
何
ぞ
多
幸
な
る

輝
入
高
人
意
匠
中
禪
下
局
人
の
意
匠
の
中
に
入
る

一
竿
Ξ
浦

独
歩
声
名
我
已
聞

今
看
紙
々
落
烟
雲

心
腸
銕
石
尤
注
紹

第
底
杭
花
即
是
君

独
歩
の
声
名
我
已
に
聞
け
り

今
看
る
紙
々
烟
雲
女
る
を

、
心
腸
銕
石
尤
も
清
絶
に

筆
底
の
梅
花
即
ち
是
れ
君
な
り

賠
胡
銕
1
毎
先
生
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遠
伝
名
字
到
天
涯

筆
力
精
神
作
工
永

惟
有
寒
梅
同
品
格

満
村
風
雪
白
開
花

三
首
の
内
容
を
合
わ
せ
て
想
像
す
る
に
、
胡
鉄
梅
が
璞
堂
・
一
竿
兄
弟
の
前

で
梅
花
(
寒
梅
)
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
画
を
挿
毫
し
て
見
せ
た
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。次

は
陰
暦
六
月
念
九
、
す
な
わ
ち
陽
暦
の
八
打
九
日
に
細
川
錦
浦
が
小
松
氏

の
招
宴
で
詠
ん
だ
左
記
の
作
(
九
月
十
二
日
号
掲
載
)
で
あ
る
。
M
滞
の
伝
記

的
事
項
に
つ
い
て
は
中
村
氏
の
説
明
を
診
苫
れ
た
い
。
宴
を
催
し
た
小
松
氏

に
つ
い
て
は
、
翌
十
九
年
の
王
治
本
と
四
需
に
も
登
場
す
る
小
松
修
道
(
名

盛
政
。
一
八
三
四
S
 
一
九
0
九
)
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「
外
科

お
よ
び
産
科
の
名
医
と
し
て
評
判
が
高
か
っ
た
」
人
物
で
あ
る
。

速
く
名
字
を
伝
え
て
天
涯
に
到
ら
し
め

一
劣
精
神
工
永
を
作
す

惟
寒
梅
の
品
格
を
同
じ
く
す
る
有
る
の
み

満
村
の
条
ヨ
自
ら
花
を
開
く

陰
暦
六
月
念
九
、
避
遁
胡
鉄
悔
雅
君
於
小
松
氏
席
上
、
賦
呈
、
開
苦

'
ヅ
ー
身
羽
 
1
 
全
昂
'

偶
爾
相
詮
ハ
味
長
偶
爾
相
逢
い
て
興
峠
長
し

忽
整
釜
勢
藝
妃
芳
勿
心
ち
篤
く
筆
勢
壤
畑
芳
し
き
に

海
南
暑
気
君
休
厭
海
南
の
暑
気
君
厭
う
休
か
れ

将
起
秋
風
娚
々
涼
将
に
秋
風
起
ち
搦
々
と
し
て
涼
し
か
ら
ん
と
す

(
3
)
松
鶴
楼
に
て
七
夕
前
夜
と
七
夕
当
日
、
す
な
わ
ち
陽
暦
の
八
月
十

五
・
十
六
の
両
Π
は
、
田
中
墜
・
三
浦
一
竿
'
宮
地
欝
の
三
兄
弟
と
橋
本

独
酔
・
州
錦
浦
の
二
人
が
、
将
飽
(
現
若
松
町
)
に
あ
っ
た
、
民
権
派

が
よ
く
駅
塑
本
に
利
用
し
た
こ
と
で
有
名
六
"
學
「
松
鶴
楼
」
で
、
胡
鉄
杭
と

そ
の
愛
妾
を
錢
行
す
る
会
を
開
い
て
い
る
。
そ
の
際
の
詩
を
左
に
掲
げ
る
。
宮

地
逸
斎
(
一
八
四
七
S
 
一
九
一
八
)
の
伝
記
的
事
項
に
つ
い
て
は
中
村
氏
の
説

(
庄
1
6
)

明
を
会
屈
さ
れ
た
い
。
橋
本
独
酔
は
名
を
寛
、
字
を
子
厚
と
い
い
、
独
酔
は
そ

一
生
Π
〕

の
号
で
あ
る
。
胡
絵
の
愛
妾
と
は
、
か
の
生
駒
悦
全
八
七
六
S
 
一
八
九
九
)

の
こ
と
か
と
も
忠
わ
れ
る
が
、
未
詐
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
胡
鉄
梅
の
屡
忠
に
写
き
来
り
て
、
水
到
り
て
渠
を
成
す
の
妙
有

り
」
と
の
栗
付
せ
ら
れ
て
い
る
。

遊
か
に
戦
キ
説
く
七
夕
の
前

相
逢
い
て
談
笑
す
る
は
復
た
何
れ
の
年
ぞ

双
星
(
牽
牛
と
織
女
)
同
に
野
を
渡
り
て
去
り

管
せ
ず
参
商
各
お
の
一
天
な
る
に
(
八
村
二
十

一
日
号
掲
枝
)

(
注
揺
)

七
日
前
夕
、
独
酉
1
 
・
錦
浦
二
友
、
与
余
兄
弟
三
人
、
同
錢
胡
鉄
椛

耽
契
於
松
鶴
樅
上
、
鉄
梅
携
愛
妾
、
句
中
故
及
璞
堂

一
道
銀
河
界
碧
天
一
道
の
銀
河
碧
天
を
界
し

轡
々
月
上
水
如
烟
轡
i
た
る
月
上
水
烟
の
如
し

帝
築
厶
錦
烹
十
在
帝
樂
一
錦
文
章
在
り

遇
此
牽
牛
織
女
縁
此
の
牽
牛
織
女
の
緑
に
遇
い
ぬ

遮
説
靴
宅
夕
前

相
逢
鷲
丞
仮
卯
年

双
星
同
渡
銀
河
去

不
一
牙
商
各
一
天

第
二
首
の
第
、
一
句
に
ょ
れ
ば
、
胡
鉄
梅
は
八
月
十
五
日
の
時
点
で
既
に
、
高

知
を
去
る
ル
希
ち
を
表
明
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
・
笑
際
は
そ
の
四
袈
は
ま
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だ
し
ば
ら
く
続
い
た
。
こ
の
日
の
も
う
一
首
は
錦
浦
の
作
(
九
月
十
二
日
号
掲

載
)
で
あ
る
。

全
七
阿
六
日
夕
、

飛
帆
被
浪
向
南
州

料
今
、
舟
受
^
<
女
子
遊

彬
砂
浮
橋
半
江
夕

虫
声
調
惹
一
天
秋

丹
青
淡
駿
王
家
妙

深
思
雄
潭
十
士
上
及
瀞

打
詑
戈
清
懐
猶
日
需

却
愁
別
後
又
風
牛

<
庄
N
〕

錢
胡
紗
梅
君
於
松
鶴
樅
、
献
此
呈
細
打
錦
浦

飛
帆
浪
を
戡
ち
て
南
州
に
向
か
う

何
ぞ
料
ら
ん
今
般
好
遊
を
共
に
せ
ん
と
は

彬
一
橋
を
浮
か
す
半
江
の
夕
ベ

虫
声
基
を
調
ぶ
一
天
の
秋

丹
吉
淡
雅
な
る
は
王
家
の
妙

枇
愈
雄
禪
な
る
は
杜
氏
の
流

猶
お
旧
識
の
ご
と
し

折
被
も

.
月
目
,
ず

却
っ
て
愁
う
別
後
又
風
牛
な
ら
ん
か
と

こ
れ
に
は
胡
鉄
桁
の
璽
に
信
せ
て
写
き
来
り
人
有
り
条
有
り
。
王
右
亟

<
示
マ
の
『
詩
中
に
画
有
り
』
は
、
君
に
於
い
て
之
を
信
ぜ
り
」
と
い
う
評
が

あ
る
。
王
維
誓
「
詩
中
の
血
」
の
趣
は
あ
な
た
に
こ
そ
当
て
は
ま
る
も
の
だ

と
返
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

十
六
日
の
作
と
し
て
は
一
竿
の
「
乙
酉
七
夕
、

余
兄
弟
Ξ
人
、
饅
胡
鉄
杭
先
生
於
松
鶴
楼
、
賦
此
以
贈
」
と

有
愛
妾
同
.
故
及
之
)
」
(
い
ず
れ
も
九
村
十
三
日
号
掲
載
)

て
い
る
。
後
者
だ
け
詩
句
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

人
間
別
有
双
星
路

今
夕
佳
期
不
隔
年

七
夕
の
翌
日
の
十
七
日
に
は
胡
鉄
栴
が
璞
堂
の
詩
烹
(
十
五
日
の
二
首
の
そ

れ
か
)
を
画
で
表
現
し
、
寵
の
二
絶
句
(
八
月
二
十
八
日
号
掲
載
)
を
詠
ん

で
、
黙
土
に
賠
っ
て
い
る
。

又
戯
作
(
鉄
梅
有
愛
妾
祠
.
故
及
之
)
一
竿

1
卷
Ⅱ
免
畑
1
 
.
X
1
吉
身
本
含
豆
頁
Ⅱ
免
止
囚
1
卷
き

銀
河
万
頃
水
横
天
銀
河
万
頃
水
天
に
横
た
わ
る

人
問
別
に
双
星
の
路
有
り

今
夕
の
佳
期
年
を
隔
て
じ

乙
酉
七
夕
、
承
田
中
璞
堂
沼
及
霞
具
開
盛
筵
於
松
鶴
楼
、
招
余
共

賞
良
宵
、
並
為
余
饅
行
、
璞
堂
即
叢
詩
二
章
記
興
一
日
余
写
図
、

並
口
占
二
絶
、
録
口
玉
止
清
国
胡
鉄
怖

把
酒
開
襟
意
快
哉
酒
を
把
り
襟
左
開
き
て
意
怯
き
力
な

半
珪
新
河
昭
璽
口
半
珪
の
新
村
楼
台
を
照
ら
す

麺
娥
笑
我
謀
生
拙
麺
娥
我
が
生
を
謀
る
の
拙
き
を
笑
い

今
夜
天
孫
送
巧
来
今
夜
天
孫
(
織
女
星
)
巧
を
送
り
来
る

橋
本
独
酔
、
及

「
又
戲
作
(
鉄
栫

の
二
首
が
残
っ

一
年
二
馨
様
何

一
奪
年
々
航
恨
多

儷
却
不
知
天
上
事

人
問
、
確
海
即
銀
河

七
夕
の
纂
の
際
、
璞
堂
は
胡
鉄
怖
の
詩
集
を
見
せ
ら
れ
た
よ
う
で
、
そ
れ
に

刈
す
る
感
想
と
も
ど
も
、
こ
の
二
首
に
対
す
る
評
を
述
ベ
て
い
る
。
詩
条
と
は
、

後
で
触
れ
る
こ
と
に
な
る
『
長
笛
一
声
楼
詩
集
』
を
言
う
も
の
と
見
ら
れ
る
。

さ
て
、
珪
堂
の
評
は
「
余
昨
胡
君
の
染
を
惜
観
せ
り
。
共
の
詩
は
壮
少
陵

に
学
び
、
或
い
は
梅
村
に
似
、
或
い
は
船
山
に
似
た
り
。
今
此
の
二
詩
を
読

・
'
J
C
 
『
リ
竪
メ
Ⅱ
一
Ⅱ

惹
き
得
た
り
年
々
航
恨
多
き
を

隈
は
却
っ
て
天
上
の
事
を
知
ら
ず

人
間
の
滄
海
こ
そ
即
ち
銀
河
な
れ
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む
に
、
蓋
し
意
を
留
め
、
ざ
る
の
作
な
ら
ん
。
而
る
に
所
謂
天
籟
の
郷
き
は
、
的

ら
か
に
是
れ
天
孫
巧
定
込
り
来
る
処
に
し
て
、
其
の
妙
に
は
後
釜
の
企
及
せ

ざ
る
所
有
り
。
余
か
前
日
の
作
は
、
頗
る
墜
圃
に
似
た
り
。
槐
謝
々
々
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
(
梅
村
と
船
山
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
ず
れ
も
沽
代
の
呉
倬
業
と
張

問
陶
)
が
、
や
や
ほ
め
す
ぎ
の
感
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(
4
)
寓
斎
を
訪
れ
て
汰
は
八
打
三
十
一
日
号
掲
載
の
璞
堂
の
作
で
、
左

記
の
と
お
り
で
あ
る
。

討
胡
紗
新
吼
契
観
其
書
画
」
1
語
詩
、
鉄
梅
為
余
軍
宅
数
隔
、
三

歎
之
餘
賦
此
以
贈
田
中
璞
堆

董
家
妙
画
哥
明
夢
小
(
董
其
相
)
の
妙
画
は
前
明
に
冠
た
り

゛
豐
相
伝
三
世
名
ψ
憙
相
伝
う
三
世
の
名

運
腕
今
宗
李
北
海
運
腕
は
今
李
北
海
(
唐
の
李
譜
)
を
宗
と
し

(
注
だ
):

て
j
t
 
3

水
築
伽
漾
山
愈
靜
水
築
祭
と
し
て
山
愈
い
よ
舒
か
に

花
ミ
全
閲
欲
鳴
花
気
芬
非
と
し
て
鳥
鳥
か
ん
と
欲
す

数
幅
賞
来
看
不
倦
数
幅
賞
し
来
り
看
て
依
ま
ず

畭
壇
且
底
和
新
盟
畭
壇
且
く
立
又
新
盟
を
結
ぶ
を

胡
君
鉄
怖
、
消
国
池
州
人
、
累
世
樂
臼
画
名
家
、
克
承
家
学
、
「
禽
探
勝
、

客
我
n
本
、
劣
"
五
載
。
君
沓
画
超
妙
、
独
歩
一
時
、
片
楮
尺
繰
、
人
争

求
之
然
煮
子
顔
平
原
兼
李
帥
升
、
画
学
善
叢
兼
モ
耕
煙
。
皆
由

「
訪
」
と
あ
る
か
ら
、
璞
祭
胡
鉄
梅
の
宿
舎
を
訪
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
宿
泊
先
は
『
高
城
唱
玉
三
器
』
に
胡
鉄
梅
の
「
題
延
命
軒
」
と
い
う
詩

が
載
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
延
命
軒
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
延

命
軒
は
、
『
弥
生
新
開
一
十
八
年
八
月
九
日
号
の
広
告
樹
に
「
開
業
広
告
一

和
洋
御
料
理
一
会
席
御
制
理
一
弊
〒
弊
舗
儀
延
来
新
京
橋
荏
山
亭

ト
相
唱
ヘ
和
洋
食
肉
店
相
営
候
処
諸
君
之
御
品
負
ヲ
以
テ
日
増
二
繁
盛
二
相
移

候
段
難
有
奉
存
係
一
ル
'
山
叉
手
警
モ
有
之
戻
御
小
長
二
対
シ
尖
敬

之
御
扱
ニ
モ
及
ヒ
折
角
之
御
鼎
竺
一
悴
キ
甚
不
本
竒
三
御
座
候
間
今
般
更
二
帯

屋
町
上
壱
丁
目
一
子
ふ
釜
命
軒
ヲ
相
開
煎
凹
之
通
御
好
二
随
ヒ
調
進
上
仕
間
旧

二
倍
シ
御
愛
顧
之
程
奉
希
可
候
十
八
年
八
月
延
命
軒
主
人
敬
由
」
と
あ
る

と
お
り
俳
・
沽
後
間
も
な
い
測
〒
兼
熊
Υ
で
、
や
や
後
の
事
に
な
る
が
、
高
知

出
身
の
寺
田
寅
彦
(
一
八
七
八
S
一
九
二
五
)
が
明
治
二
十
七
、
八
年
ご
ろ
の

商
知
で
「
一
等
の
旅
館
」
だ
っ
た
と
記
L
て
い
る
所
で
あ
る
。

な
お
、
領
聯
は
こ
の
と
き
贈
ら
れ
た
画
の
構
図
を
璞
堂
が
詩
句
で
表
現
し
た

も
の
と
見
ら
れ
る
か
、
胡
鉄
栴
か
一
窃
で
揣
い
て
残
し
た
画
に
つ
い
て
は
、
後

で
ま
と
め
て
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
、
こ
の
年
の
巾
元
の
八
打
二
十
四
日
、
既
望
の
二
十
五
日
、
さ
ら
に
そ

の
次
の
三
十
六
H
の
三
日
問
も
璞
堂
ら
は
胡
鉄
杭
と
面
会
し
て
い
る
。
二
十
四

Π
は
胡
鉄
梅
の
招
飲
に
応
じ
た
も
の
で
、
然
土
の
「
乙
酉
中
元
、
余
兄
弟
三
人
、

承
製
栴
君
、
招
飲
賞
月
」
(
九
河
五
日
号
掲
載
)
と
一
竿
の
「
乙
酉
中
元
、

余
兄
弟
三
人
、
承
胡
鉄
梅
先
生
、
招
飲
賞
月
」
(
九
月
十
三
日
号
掲
赦
)
の
二

首
か
残
っ
て
い
る
。
二
十
五
日
も
三
兄
弟
が
胡
鉄
梅
の
寓
斎
を
訪
れ
、
こ
の
と

き
の
作
も
や
は
り
璞
堂
の
「
既
望
夕
余
兄
弟
三
人
復
訪
胡
君
寓
斎
」
(
九
河
五

日
号
掲
載
)
と
一
竿
の
「
乙
酉
七
月
既
望
訪
胡
鉄
梅
先
生
寓
斎
賞
月
」
(
九
月

十
三
日
号
掲
城
)
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
の
日
の
璞
堂
の
作
と
し
て
「
長
笛
一

声
楼
詩
集
序
」
と
題
す
る
左
記
の
文
・
翠
も
残
っ
て
い
る
(
九
河
五
日
号
掲
載
)
。
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天
資
而
臻
学
力
。
殊
不
知
其
詩
尤
佳
。
格
律
精
細
、
得
自
杜
少
陵
、
」
局
秀

神
似
呉
杭
邨
、
奇
肆
酷
肖
張
船
山
、
.
可
称
三
絶
矣
。
乙
酉
季
夏
、
否
、
ハ

使
節
之
命
観
風
西
南
四
道
、
特
来
士
佐
。
余
幸
得
接
馨
兪
巳
鷲
、

朝
夕
過
訪
寓
斎
、
乞
君
宝
司
則
見
其
解
衣
務
薄
<
磁
>
、
揺
自
如
。

臨
池
之
暇
、
耿
壽
煮
茗
、
幾
将
匝
打
。
頃
因
録
近
作
、
欲
付
手
民
、
乃
訥

促
腎
儒
。
一
唱
一
.
映
不
能
由
巳
<
已
>
。
金
水
君
之
為
人
、
清
才
嘉
子
、

磊
落
不
羣
。
復
愛
君
」
壽
。
不
音
噌
君
宝
白
画
者
。
而
君
之
才
藝
、
豈
止

書
画
而
已
哉
。
余
靴
不
文
、
豈
可
不
贅
ご
言
、
以
告
諸
好
事
。
況
感
我
知

巳
<
己
>
之
情
乎
。
滋
痢
以
賠
。
明
治
十
八
年
乙
酉
中
元
後
一
日
日

本
士
佐
隠
士
璞
堂
田
中
正
拝
序

・
胡
瓢
梅
は
清
国
池
州
(
{
女
徽
省
に
属
す
)
の
人
、
累
価
高
の
名

家
を
以
て
、
克
く
{
季
を
承
け
、
幽
を
尋
ね
勝
を
探
り
、
我
が
日
本
に
客

た
る
こ
と
茲
に
於
い
て
五
載
。
君
は
書
画
超
妙
に
L
て
、
一
時
に
独
歩
し
、

片
楮
尺
繰
も
、
人
争
い
て
之
を
求
む
。
衡
ど
も
書
は
顔
平
原
(
唐
の
顔

十
荷
)
を
学
び
工
李
陳
州
を
兼
ね
、
画
は
董
思
翁
(
明
の
誓
冨
と
清

の
呉
叔
元
、
号
器
の
両
老
を
混
同
し
た
か
)
を
学
び
て
、
王
耕
煙
(
清

の
轟
、
航
煙
)
を
兼
ぬ
。
皆
天
資
に
由
り
て
学
力
を
臻
む
。
き
知

ら
ず
其
の
詩
尤
も
佳
き
を
。
格
律
の
精
細
な
る
は
、
杜
小
ノ
陵
よ
り
得
、

高
秀
な
る
は
呉
栴
邨
に
杣
似
し
、
奇
肆
な
る
は
張
船
山
に
酷
肖
し
、
.
三

絶
と
称
す
可
し
。
乙
酉
の
季
夏
、
其
の
使
節
の
命
を
奉
じ
、
風
を
西
南
四

道
に
観
ん
と
し
て
、
特
に
士
佐
に
来
る
。
余
幸
い
に
啓
款
に
接
す
る
を
得
、

朝
夕
{
揚
を
過
訪
し
、
君
響
画
を
乞
う
に
、
則
ち
其
の
衣
を
解
き
て
鶴

卿
た
り
、
揮
酒
す
る
こ
と
自
如
な
る
を
見
る
。
臨
池
の
暇
、
詩
を
談
じ
茗

を
煮
て
、
幾
ど
将
に
月
に
匝
か
ら
ん
と
す
。
頃
因
り
て
近
作
を
録
し
て
、

手
民
に
付
せ
ん
と
欲
し
、
乃
ち
N
て
是
の
篇
を
曾
こ
と
を
得
た
り
。

一
唱
三
暎
、
自
ら
已
む
能
わ
ず
。
余
君
の
人
と
な
り
、
清
才
実
学
、
磊

落
に
し
て
羣
せ
ざ
る
三
厶
う
。
復
た
君
の
詩
を
愛
す
。
膏
に
君
の
出
画
を

咲
む
の
み
な
る
者
に
あ
ら
ず
。
而
し
て
君
の
才
藝
は
、
山
尋
画
に
止
ま
る

の
み
な
ら
ん
や
。
余
は
不
文
と
靴
も
、
豈
一
言
を
贅
し
、
以
て
こ
れ
を
好

事
に
告
げ
ざ
る
可
け
ん
や
。
況
や
我
が
知
己
の
N
感
ず
る
を
や
。
遂
に

書
し
て
以
て
贈
る
。
明
治
十
八
年
乙
酉
中
元
後
一
日
日
本
土
佐
隠
士

璞
堂
田
巾
正
拝
序

中
村
氏
は
胡
鉄
愉
の
来
日
の
時
期
を
考
証
L
て
「
明
治
十
三
年
全
八
八
0
)

を
遡
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
」
と
推
測
さ
れ
だ
が
、
こ
の
序
の
「
客
我
日
本
、

(
庄
2
6
〕

お
4
五
載
」
の
二
句
は
そ
倫
証
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
泰
其
使
節

之
命
観
風
西
南
四
道
」
の
二
句
は
、
思
う
に
前
に
見
た
外
務
卿
井
上
一
語
の

欽
差
大
戻
条
祖
の
史
馨
の
内
容
と
表
裏
を
な
す
も
の
で
、
胡
鉄
机
が
一
鼎

訪
問
の
目
的
を
小
ノ
な
く
と
も
表
向
き
に
は
、
そ
の
よ
う
な
公
式
な
も
の
と
し
て

璞
堂
ら
に
対
し
表
明
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
最
も
注
目
す
べ
き
は
ご
言
う
ま
で
も
な
く
『
長
笛
一
声
楼
詩
集
』
な

る
も
の
の
存
在
で
あ
る
。
「
近
作
を
録
し
」
た
も
の
七
吾
う
が
、
胡
鉄
梅
の
近

作
と
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
の
作
品
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
の
『
系
新

聞
』
に
載
っ
て
い
る
彼
の
一
需
作
品
は
三
作
の
み
で
、
高
知
の
詩
人
た
ち
の
作

品
も
含
め
た
全
体
の
中
で
の
比
率
は
き
わ
め
て
低
く
、
次
稿
以
降
で
取
り
上
げ

る
予
定
の
王
治
本
や
馬
仂
周
の
比
率
に
比
ベ
る
と
、
火
き
な
開
き
が
あ
る
。
そ

こ
に
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
地
元
紙
の
編
集
方
針
の
差
異
等
も
勘

案
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
画
業
を
本
領
と

す
る
胡
鉄
梅
蛙
奪
に
関
し
て
は
さ
ほ
ど
多
作
の
タ
イ
プ
で
は
な
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
来
日
後
の
五
年
果
白
き
溜
め
て
き
た
作
品
を
集
め
た
も
の
だ
っ
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た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

胡
鉄
梅
は
璞
堂
に
対
し
軍
序
は
、
将
春
過
ぎ
た
る
こ
と
苔
だ
し
。
陀
じ
て

敢
え
て
当
た
ら
ず
。
然
れ
ど
も
拙
作
に
於
い
て
、
光
を
増
す
こ
と
十
倍
な
り
0

清
国
皇
華
館
小
行
人
胡
鉄
梅
拝
読
し
並
び
に
感
を
認
す
」
と
の
謝
辞
を
疇
っ
て

い
る
(
九
河
五
日
号
)
。
な
お
、
こ
の
詩
染
が
実
際
に
出
版
さ
れ
た
か
否
か
は

鴫
ル
で
き
て
い
な
い
。

(
5
)
別
れ
の
日
が
近
づ
い
て
さ
て
、
豐
の
翌
日
の
二
十
六
日
に
は
一
弥

生
新
開
』
に
「
胡
鉄
梅
氏
過
日
来
当
地
に
滞
在
中
な
る
研
国
の
墨
客
同
氏
.

近
々
当
地
を
出
発
し
て
坂
府
に
出
で
夫
よ
り
大
分
県
下
ヘ
趣
か
る
、
山
に
剤

く
」
と
の
記
事
か
出
る
。
遅
く
と
も
十
五
Π
ご
ろ
か
ら
漏
ら
し
て
い
た
一
殆
退

去
の
気
持
ち
か
い
よ
い
よ
固
ま
っ
て
き
て
、
公
式
な
表
明
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
「
坂
府
」
、
す
な
わ
ち
大
阪
ヘ
行
く
の
は
、
居
を
定
め
て
い
た
大
阪
の
束
木

(
庄
3
7
)

願
寺
別
院
に
戻
る
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
高
知
か
ら
大
分
県
ヘ
行
く
に
は
、

つ
た
ん
船
で
大
阪
ヘ
引
き
返
す
方
が
便
利
と
い
、
乱
情
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
0

1
"な

お
、
胡
鉄
梅
が
次
の
、
「
観
風
」
の
地
と
し
て
特
に
大
分
を
選
ん
だ
理
由
は
不

明
で
あ
る
。

こ
の
記
亊
の
載
っ
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
、
烹
土
は
自
分
よ
り
数
歳
年
少
の
四

人
の
人
物
を
連
れ
て
、
胡
鉄
梅
の
寓
斎
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
と
き
の
作
が
璞

生
の
「
既
切
秀
仮
一
 
H
、
林
馨
・
山
川
良
水
・
日
比
顕
豊
ハ
・
松
下
綱
武
、
与

余
、
同
訪
胡
君
鉄
梅
、
{
學
斎
小
飲
、
灘
只
皆
少
余
数
年
」
(
九
月
五
日
号
目
赦
)

で
あ
る
。
林
勝
好
と
山
川
良
水
に
つ
い
て
は
人
物
情
帳
が
得
ら
れ
な
い
が
、
日

比
野
政
興
は
「
日
比
野
逸
亭
(
一
八
三
九
S
)
日
本
画
家
。
本
名
政
起
。
(
中
略
)

画
を
河
田
小
龍
お
よ
び
徳
弘
董
斎
に
学
ん
だ
が
、
の
ち
魯
十
逸
樂
を
師
と
し

(
庄
N
〕

た
」
。
松
下
綱
武
は
「
松
颪
分
(
一
八
三
九
S
 
一
九
一
八
)
易
学
者
。
名
は

乙
酉
ゾ
村
ナ
日
宮
地
逸
斎
吼
.
兄
招
紗
送
別
胡
沙
征
光
生

オ
X
 
列
{
配

数
々
把
杯
君
莫
辞
数
々
杯
を
把
る
も
君
辞
す
る
莫
か
れ

孤
州
明
日
又
天
涯
孤
舟
明
日
又
天
涯

他
年
秋
雨
蕭
々
夜
他
年
秋
雨
蕭
々
た
ら
ん
夜

否
燭
.
前
惜
別
時
憶
え
た
ら
ん
や
否
や
疾
ξ
前
昔
別
の
時

中
略
、
ノ
明
治
1
4
年
功
ミ
岡
中
学
キ
交
長
i
を
最
後
に
教
:
育
界
を
退
く
。
本
町

(
庄
鋤
)

に
お
い
て
易
占
を
行
な
い
余
生
を
送
っ
た
」
。
一
え
に
『
校
本
左
伝
紗
校
正

註
釈
』
(
明
治
二
十
七
年
)
が
あ
る
。
璞
堂
と
し
て
は
、
胡
鉄
梅
の
局
知
退
去

の
Π
が
近
づ
い
て
き
た
た
め
、
彼
ヘ
の
面
会
の
チ
ャ
ン
ス
を
後
雛
た
ち
に
与
え

て
お
こ
う
と
の
配
慮
か
ら
の
訪
問
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
か
と
思
わ
れ
る
が
、
璞
堂
が
璽
伝
で
手
に
入
れ

大
「
榴
イ
石
」
と
し
う
石
を
親
栫
に
見
せ
、
胡
篇
は
こ
れ
に
対
す
る
賛
吾

9
'
需
)
を
作
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
承
け
て
璞
堂
も
七
律
一
首
を
詠

ん
で
い
る
(
十
河
十
六
R
号
)
。
そ
の
玖
堂
の
詩
の
第
一
句
に
「
節
中
元
を

過
ぎ
て
剰
暑
収
ま
る
」
と
あ
る
の
で
、
中
元
の
八
月
二
十
四
口
以
後
の
作
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
八
月
二
十
六
日
に
胡
鉄
梅
倫
知
退
去
龜
班
が
出
た
こ
と
か
ら
す

る
と
、
や
や
問
延
び
の
感
も
す
る
が
、
九
月
六
日
の
時
点
で
も
彼
は
ま
だ
高
知

に
一
袈
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
日
、
宮
地
逸
斎
の
招
飲
の
席
で
胡
鉄
梅

ミ
前
す
る
橋
本
独
酔
の
詩
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
左
記
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
(
九
月
十
二
Π
号
掲
載
)
。

と
こ
ろ
で
、
期
日
を
特
定
で
き
る
手
掛
か
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
詩
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竿

題
中
の
「
送
(
別
)
」
の
語
の
共
通
性
に
ょ
り
、
次
の
名
草
逸
崟
と
三
浦
一

の
作
も
同
日
か
、
そ
れ
に
近
い
こ
ろ
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

送
胡
鉄
栃
先
生
賦
以
呈

客
中
送
客
更
傷
杣

況
是
朔
川
同
派
身

促
織
声
川
秋
巳
<
已
>
老

師
腸
花
舌
露
猶
判

雌
儲
漏
南
宮
秘

名
草
逸
崟

客
中
客
を
送
り
て
更
に
神
を
傷
む

況
や
是
れ
朔
川
同
派
の
身
な
る
を
や

促
織
の
声
噺
れ
て
耿
已
に
老
い

断
腸
の
花
(
耿
海
業
花
)
乱
れ
て
露
猶

判
i
え
:
な
り

聖
雨
は
漏
ら
す
南
宮
(
北
宋
の
米

〒
の
必

駅
路
姻
は
伝
う
北
苑
(
南
唐
の
董
源
)

ー
」
一
.

首
を
回
ら
せ
ぱ
江
山
倶
に
画
に
入
る

復
た
六
法
を
論
ず
る
こ
と
何
人
に
お
い

て
か
せ
ん
(
九
月
十
二
日
号
掲
載
)

駅
路
烟
伝
北
一
翌

回
首
江
山
倶
入
画

一
備
六
法
向
何
人

名
草
逸
崟
(
一
八
一
三
 
S
)
は
「
日
木
画
家
。
(
中
略
Y
契
国
加
茂
郡
下

市
村
(
広
島
児
の
出
身
で
、
京
都
で
医
師
を
開
業
し
て
い
た
名
一
希
庵
の
子

と
し
て
、
(
中
略
)
紀
伊
鼎
野
に
移
っ
て
画
に
精
進
す
る
。
そ
の
後
、
京
都

に
帰
っ
た
が
、
再
び
山
陰
、
山
陽
、
九
州
等
を
遊
歴
、
ま
た
、
中
国
、
四
国
の

問
を
往
来
、
土
佐
に
来
国
し
て
城
下
帯
屋
町
に
寄
留
し
た
。
一
柔
か
ら
明
治
前

期
に
お
け
る
士
佐
の
画
学
生
の
大
部
分
は
、
こ
ぞ
っ
て
彼
の
教
え
を
受
け
た
」

と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
経
歴
に
照
ら
せ
ば
、
第
一
句
に
こ
め
ら
れ
た
思
い
か
よ

く
理
解
で
き
る
。
逸
ぎ
円
山
四
条
派
に
属
し
、
宮
地
逸
斎
や
日
比
野
逸
亭
ら

の
師
匠
格
に
当
た
る
画
家
で
あ
っ
た
。

一
竿
の
「
論
鉄
椛
先
生
余
一
号
竹
荘
句
中
故
及
」
(
同
前
号
畿
)
は
『
高

城
唱
玉
集
』
五
十
一
丁
に
も
、
周
防
の
山
口
に
あ
る
王
治
本
を
思
う
詩
「
又
得

五
律
、
用
『
送
胡
鉄
梅
』
設
」
の
原
作
と
し
五
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

中
村
氏
は
こ
れ
を
胡
鉄
机
の
作
と
勘
述
い
し
て
お
ら
れ
る
が
、
「
栴
」
か
胡
鉄

梅
自
ら
を
、
「
竹
」
が
一
竿
を
そ
れ
ぞ
れ
北
訣
す
る
と
い
う
氏
の
鯛
釈
自
体
は

(
注
巡

何
時
重
握
手

別
涙
自
新
々

(
注
3
1
〕

対
竹
君
思
我

看
梅
我
憶
君

詩
1
 
に
は
、
オ
子
の
よ
う
に
、
一
瑪
1
ご
と
に
胡
制
ミ
キ
毎
の

評
が
括
弧
の
中
に
記
さ
れ
、
最
後
に
「
第
工
的
は
、
栴
竹
を
以
て
着
想
し
、
貼

切
に
し
て
移
ら
ず
。
若
し
移
し
て
他
人
に
贈
ら
ば
、
則
ち
泛
辞
な
る
を
覚
え
ん
。

盈
燭
聚
散
、
何
等
豪
放
な
る
。
厨
下
の
書
生
の
能
く
隻
字
を
も
道
う
所
に
非
ず
。

胡
鉄
梅
拝
読
」
と
黒
評
為
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
胡
鉄
栃
が
こ
の
詩
を
、
「
第

一
南
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
伺
号
で
こ
の
詩
の
前
に
あ
る
一
竿

何
れ
の
時
か
重
ね
て
手
を
握
ら
ん

別
涙
自
ら
ぞ
た
り
(
胡
鉄
梅
云
ズ
待
深
)

竹
に
対
し
て
は
君
我
を
思
い

桁
を
看
て
は
我
弓
を
好
ん
(
胡
鉄
栃
云
唐
六

如
慣
用
此
法
、

盈
暦
す
東
海
の
月

聚
散
す
万
山
嬰
(
胡
鉄
桁
云
鍛
鋏
不
減
少
陵
)

只
待
た
ん
秋
鴻
の
信

0
る
が
え
」
ヲ
お

天
を
拠
し
地
を
掲
う
文
(
胡
鉄
梅
云
岩
芝
過
荏
使
弟

傑
一
)

盈
噛
東
海
月

聚
散
万
山
雲

只
待
秋
鴻
信

抓
天
掲
地
文

口

ロノ、

イコ

て
し、

な
し、
0
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の
召
主
胡
鉄
梅
先
生
」
も
同
じ
送
別
の
席
上
で
詠
ま
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
0

他
に
、
天
野
芳
な
る
人
物
も
「
送
胡
鉄
梅
先
生
」
と
題
す
る
詩
を
作
っ
て
い

る
(
十
月
十
六
日
号
掲
載
)
。
こ
れ
に
は
籍
土
が
長
文
の
評
を
つ
け
て
お
り
、

そ
の
評
に
ょ
れ
ぱ
、
天
野
芳
は
「
年
尚
お
少
き
」
人
で
、
「
頃
稿
を
携
え
て
来

L
一
た
の
で
、
 
i
売
ん
だ
と
い
う
。
一
「
Ⅱ
ヒ
の
^
目
官
旨
く
ー
1
E
イ
オ
ヌ
を
や
イ
勺
.
た
り
。

鉄
梅
も
亦
当
に
割
目
す
べ
し
」
と
評
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
胡
鉄
梅

送
別
の
席
上
で
作
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
胡
鉄
地
所
を
題
と
す
る
習
作
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
璞
堂
の
評
の
H
付
は
「
中
秋
後
一
 
H
」
、
す
な

わ
ち
陽
暦
の
九
月
二
十
四
日
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
こ
ろ
ま
で
に
は
胡
鉄

梅
は
高
知
を
去
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
年
の
中
秋
節
こ

「
浅
井
江
ミ
の
別
業
、
牛
渚
東
湖
楼
」
で
開
か
れ
た
一
凱
地
元
詩
人
た
ち
の
恒
例

の
詩
会
に
も
、
胡
鉄
梅
が
招
か
れ
て
参
加
し
た
形
跡
が
な
い
か
ら
、
こ
れ
も
裏

づ
け
の
、
一
つ
と
な
ろ
う
。

(
6
)
そ
の
他
他
に
、
胡
鉄
梅
の
「
呈
三
浦
一
竿
先
生
吟
躋
企
句
」
(
九

月
十
二
日
号
掲
載
)
と
璞
堂
の
尋
礎
偶
吟
百
絶
抄
二
」
(
八
月
二
十
一
日
号

掲
載
)
も
残
っ
て
い
る
。

新
研
資
料
を
目
賭
さ
れ
な
か
っ
た
と
お
ぼ
し
き
中
村
氏
は
「
王
黍
園
の
場
合

が
さ
う
で
あ
る
様
に
、
三
兄
弟
は
親
梅
を
迎
ヘ
て
、
偕
災
面
(
城
址
)
に

遊
ん
で
『
咸
醐
閣
』
に
登
り
、
『
迎
1
一
・
『
得
村
楼
』
・
『
松
鶴
楼
』
な
ど
に

小
{
旻
を
催
し
、
吸
江
湾
に
舟
を
叉
、
桂
浜
に
秋
打
を
賞
で
、
又
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
に
招
い
て
、
詩
酒
歓
を
尽
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
」
と
想
像
し
て
お
ら
れ
都

が
、
今
回
鵄
ル
で
き
た
の
は
、
「
松
鶴
楼
」
だ
け
だ
っ
た
。
高
知
の
文
人
た
ち

に
と
っ
て
は
初
め
て
倫
国
文
人
の
来
訪
で
あ
り
、
接
待
に
不
識
れ
な
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
文
人
の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
人
士
に
と
っ
て
も

め
っ
た
に
な
い
機
会
と
思
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
、
跳
堂
の
「
続
唱
玉
集
後
序
」

需
城
唱
玉
三
器
』
巻
末
)
に
ょ
れ
ば
、
胡
鉄
梅
の
高
知
滞
在
中
は
「
晨
夕

乞
 
i
!
「
画
者
陸
続
不
絶
、
処
暇
唱
和
」
だ
っ
た
と
も
い
う
。

明
治
十
九
年
に
高
知
を
訪
れ
た
王
治
本
が
小
松
松
月
の
招
飲
に
応
じ
た
際
に

県
旦
'
失
1
毎
j
リ
i
作
山
力
く
図
L
一
詩
ノ
＼
の
青
F
に
お
い
て
、
一
,
吉
力
ゞ
一
「
乙
1
目
.
干
火
日

胡
鉄
栫
吾
が
士
に
来
游
し
、
多
く
画
図
を
作
り
ぬ
」
と
迹
ベ
て
い
る
(
宗
局

城
唱
玉
集
一
二
十
七
丁
)
。
胡
鉄
栫
が
高
知
の
文
人
た
ち
の
た
め
に
揮
毫
し
て

残
し
た
画
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
垣
問
見
て
き
た
も
の
の
ほ
か
に
、
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
整
理
し
て
み
る
と
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

上
男
「
山
水
図
」
と
同
日
の
作
と
し
て
、
他
に
「
蘭
竹
図
」
と
「
桁
鵲
図
」

が
あ
っ
た
。
王
治
木
の
上
述
倫
及
び
「
凝
梅
所
作
蘭
竹
図
」
「
袈
梅
所

作
奮
図
」
の
二
詩
需
城
唱
玉
集
、
二
十
六
・
一
干
七
丁
)
に
ょ
る
。
こ

れ
ら
の
詩
が
小
松
松
月
宅
で
開
か
れ
た
{
旻
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら

し
て
、
同
家
駈
織
か
。

ー
ー
(
庄
怖
〕

「
梅
鵲
図
」
。
二
十
一
年
、
馬
仂
周
が
沢
村
之
竹
、
の
招
飲
に
応
じ
た
祭
に
詠

ん
だ
「
題
鉄
梅
所
作
梅
鵲
図
」
詩
令
高
城
唱
玉
二
編
集
』
廿
八
丁
)
に
ょ
る
。

沢
村
之
竹
宅
所
蔵
か
。

湊
山
深
布
図
」
。
璞
堂
の
「
秋
日
問
居
弩
需
」
其
二
の
原
注
に
「
壁
上
に

製
梅
渓
山
深
布
を
画
く
の
図
掛
か
れ
り
」
と
あ
る
共
輪
晩
唱
塑
附

録
十
八
丁
)
の
に
ょ
る
。
璞
堂
宅
所
蔵
か
。

罪
琴
図
」
。
籍
土
に
「
親
梅
画
<
赤
琴
図
、
題
詩
其
上
見
贈
、
因
次
韻

箭
、
復
賦
告
以
寄
」
と
題
す
る
票
あ
る
(
同
上
二
十
丁
)
の
に
ょ
る
。

三
高
知
に
お
け
る
胡
鉄
梅
の
揮
毫
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璞
堂
宅
所
蔵
か
。

な
お
、
二
十
二
年
の
作
と
見
ら
れ
る
一
竿
の
「
謝
鉄
椛
恵
江
山
煙
雨
図
」
と

題
す
る
詩
が
あ
り
令
江
謡
唱
集
』
四
十
五
丁
)
、
胡
鉄
梅
か
ら
「
江
山
煙
雨

図
」
の
由
携
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
は
画
の
揮
聿
あ
る
。
お
揮
毫
と
し
て
は
、
亜
登
」
が
あ
る
。

題
甕
は
「
安
岡
先
生
雅
属
乙
酉
六
月
扶
桑
游
人
胡
鉄
怖
居
士
」
。
安
岡
先

(
注
逝

生
は
安
岡
又
彦
(
一
八
六
六
S
 
一
九
0
0
)
で
、
安
岡
章
太
郎
の
祖
父
。
乙
酉

六
月
と
あ
る
か
ら
、
一
銘
ヘ
来
て
間
も
な
い
こ
ろ
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
又
彦
の
実
兄
で
あ
る
日
木
画
家
別
役
春
田
(
一
八
五
五
S
 
一
九
一
 
0
)
を

介
し
て
交
流
が
あ
っ
た
も
の
か
。

胡
鉄
祢
が
高
知
を
去
っ
た
後
も
、
高
知
の
文
人
、
と
り
わ
け
璞
堂
以
下
三
兄

弟
と
の
郵
便
に
ょ
る
詩
文
交
流
は
明
治
二
十
七
年
ご
ろ
ま
で
続
い
た
よ
う
だ

釡
話
〕

が
、
そ
の
交
流
の
有
様
は
既
に
中
村
氏
が
詳
し
く
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
。

さ
て
、
現
在
ま
で
残
っ
て
い
る
資
料
か
ら
窺
う
限
り
、
別
後
の
胡
鉄
怖
と
の

詩
文
一
需
に
最
も
ミ
気
持
ち
を
抱
い
て
い
た
の
は
一
竿
で
あ
っ
た
。
彼
の
著

作
『
江
漁
晩
唱
集
』
の
中
の
「
明
治
二
十
六
年
秋
か
ら
二
十
七
年
三
河
頃
ま
で

の
詩
十
数
首
に
は
鉄
椛
の
弐
叩
が
記
さ
れ
て
ゐ
て
、
一
竿
が
詩
稿
の
一
部
を
送

リ
、
朱
批
を
求
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
1
」
し
、
ま
た
、
県
凹
の
序
文
も
「
光
緒

庚
寅
仲
春
」
(
明
治
二
十
三
年
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
の
こ
ろ
)
に
胡
鉄
椛

は
執
筆
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
胡
鉄
梅
と
四
荒
を
通
じ
て
、
一
竿
の
作
品
は
思
わ
ぬ
と
こ
ろ

で
共
鳴
者
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
当
時
上
海
に
客
居
し
て
い
た
潘
敦

む
す
び
に
か
え
て

儲
(
?
S
 
一
八
九
六
以
後
)
で
あ
る
。
彼
は
日
沽
戦
争
が
勃
発
す
る
哥
の
甲

午
暮
春
、
す
な
わ
ち
明
治
二
十
七
年
四
月
ご
ろ
、
胡
鉄
梅
か
ら
『
江
漁
晩
唱
ぎ

(
原
稿
で
あ
ろ
う
)
を
見
せ
ら
れ
、
践
を
し
た
た
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

践
の
中
で
潘
敦
倣
は
「
胡
君
鉄
梅
大
著
を
以
て
見
示
し
、
且
っ
言
う
(
日

木
の
)
文
物
の
休
明
な
る
、
山
川
の
秀
麗
な
る
、
草
木
の
蕃
滋
せ
る
、
其
の
清

淑
の
気
を
鍾
め
て
、
発
し
て
文
土
壽
歌
と
為
り
、
朝
野
を
論
ず
る
無
く
、
通
人

述
士
先
後
輩
出
す
。
而
し
て
詩
の
道
は
朋
退
せ
る
者
に
於
い
て
尤
も
宜
し
」

と
し
た
上
で
、
さ
ら
に
「
余
は
三
浦
君
と
其
の
面
を
曾
ず
、
米
だ
其
の
国
に

游
ぱ
ざ
る
も
、
乃
ち
甘
お
詩
を
読
む
を
得
て
、
栄
利
に
淡
く
、
仕
進
を
楽
し
ま

ざ
る
の
徒
た
り
、
適
た
ま
吾
の
時
に
杵
い
て
ー
キ
ι
け
ら
れ
、
{
匙
す
る
に
片
ん

ず
る
者
と
、
跡
同
じ
か
ら
ず
し
て
心
は
相
印
す
可
き
こ
と
を
知
る
。
一
一
箭
数

過
、
調
高
く
気
厚
く
、
絶
え
て
凡
郷
無
く
、
未
だ
嘗
て
其
の
人
と
為
り
を
想
見

せ
ず
ん
ぱ
あ
ら
ず
」
と
記
し
て
い
る
。

当
時
、
潘
敦
傑
は
ど
の
よ
う
な
境
遇
に
あ
っ
た
の
か
七
言
え
ぱ
、
上
海
で
隠

居
生
活
に
入
っ
て
二
十
年
に
な
ん
な
ん
と
す
る
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に

な
っ
た
い
き
さ
つ
は
、
『
沽
史
稿
』
列
伝
一
と
同
二
三
二
の
記
聖
合
わ
せ
て

考
え
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
治
十
三
年
(
一

八
七
五
十
二
月
、
穆
券
崩
じ
て
徳
宗
が
即
位
し
、
翌
年
(
改
元
し
て
器

元
年
。
西
暦
は
変
わ
ら
ず
一
八
七
五
年
)
の
二
打
に
孝
折
易
叙
皇
后
か
崩
じ
た
。

こ
の
件
に
つ
き
、
山
東
道
監
・
祭
御
史
で
あ
っ
た
潘
敦
倣
が
、
光
緒
二
年
(
一
八

七
六
)
五
凡
「
歳
早
に
因
り
て
上
言
し
、
野
を
更
定
せ
ん
こ
と
を
邑
っ
た
。

そ
の
趣
旨
は
「
后
の
崩
ず
る
は
建
尓
升
週
の
百
日
内
に
在
り
、
道
路
に
伝
朋
し
、

つ
し
t

或
い
は
衡
小
疾
を
致
す
と
称
L
、
或
い
は
粒
を
絶
ち
て
生
を
賀
う
と
云
え

リ
。
奇
第
彰
ら
か
な
ら
ず
ん
ぱ
、
何
を
以
て
か
在
天
倫
を
慰
め
ん
。
何
を
以

て
か
兆
民
の
望
に
副
わ
ん
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
時
の
西
太
后
が
そ
の
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言
を
斥
け
て
「
謬
妄
」
と
し
、
官
職
を
奪
っ
た
。
そ
の
た
め
、
潘
救
僚
は
「
酒

に
帰
N
 
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
だ
っ
た
。

王
治
木
の
記
す
小
伝
(
『
江
漁
晩
唱
ざ
子
四
丁
)
に
ょ
れ
ば
、
一
竿
は
「
慶

応
元
年
役
に
京
都
に
従
」
つ
た
後
、
「
国
に
帰
る
や
朝
廷
功
を
以
て
銀

を
賜
る
こ
と
若
干
、
郷
里
之
を
ぎ
と
し
た
が
、
同
「
二
年
又
蒋
公
に
従

い
て
京
都
に
赴
き
、
転
じ
て
東
京
に
至
り
て
婦
る
や
、
真
口
を
以
て
官
を
罷
め

さ
せ
ら
れ
、
閑
居
す
る
こ
と
=
匝
水
に
釣
り
山
に
枇
し
、
日
に
詩
歌
を
以
て

自
ら
娯
」
し
ん
だ
。
そ
の
後
(
明
治
に
入
っ
て
か
ら
)
「
当
道
其
の
才
を
愛
し
、

復
た
挙
げ
て
戸
長
と
為
し
、
旋
た
区
長
と
為
り
、
転
じ
て
裁
判
{
月
に
任
ぜ
ら
れ
、

郡
長
飼
遷
せ
ら
れ
、
奉
任
官
に
任
ぜ
ら
れ
正
八
位
に
叙
せ
ら
る
る
も
、
明
治

廿
五
年
議
に
星
し
て
職
を
廃
せ
ら
れ
、
二
十
七
年
願
に
依
り
て
本
官
を

免
」
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
一
竿
の
官
途
に
つ
い
て
王
治
本
は
「
牙
に
君
仕

途
に
従
事
す
る
こ
と
殆
ど
三
十
餘
年
、
僅
か
に
下
吏
に
浮
沈
す
る
を
得
し
の
み

に
し
て
、
一
た
び
も
抱
負
を
展
ぶ
る
を
獲
ず
、
亦
重
ね
て
惜
し
む
可
か
ら
、
ざ
ら

ん
や
」
と
述
ベ
て
い
る
。
王
治
本
の
小
伝
の
執
第
は
「
甲
午
ル
楊
後
一
日
」
(
同

N
国
三
丁
)
、
す
な
わ
ち
明
治
二
十
七
年
六
月
九
日
と
見
ら
れ
る
の
で
、
潘
牧

儲
の
見
た
『
、
江
漁
晩
唱
集
』
の
原
稿
に
は
ま
だ
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
は
司

だ
が
、
思
う
に
一
竿
の
人
柄
に
つ
い
て
胡
絵
も
王
県
と
益
の
イ
メ
ー
ジ

を
抱
い
て
お
り
、
潘
敦
傑
は
そ
れ
を
胡
鉄
梅
か
ら
聞
か
さ
れ
、
作
品
の
趣
と
重

ね
合
わ
せ
て
、
こ
の
よ
う
な
内
容
の
践
文
を
脊
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

、
愈
で
ま
と
め
て
み
る
予
定
で
あ
る
。

」
局
知
に
お
け
る
日
中
詩
文
交
流
は
、
こ
の
後
も
璞
堂
と
一
竿
を
日
本
側
の
小

心
人
物
と
し
て
続
い
て
い
く
。
次
稿
で
は
明
治
十
九
年
に
下
り
、
「
明
治
期
高

知
に
お
け
る
日
中
文
人
の
壽
1
旅
の
詩
人
王
治
本
を
中
心
と
し
て
」
と
い

1

中
村
忠
行
「
「
胡
鐵
柿
」
札
記
1
清
末
の
一
券
小
と
士
左
の
詩
人
達
1
」

(
『
甲
南
国
文
』
第
Ξ
十
五
号
、
一
九
八
八
年
)
。

当
時
四
銘
の
主
な
地
元
紙
は
、
そ
の
複
写
資
料
だ
銘
市
立
自
由
民

机
零
館
の
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
我
々
は
二
0
-
0
年
三
月

と
四
月
、
そ
の
他
の
郷
土
資
料
と
併
せ
開
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ

こ
に
記
L
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

中
村
氏
前
掲
論
文
二
0
五
S
二
0
六
頁
。

林
信
編
輯
兼
出
版
一
高
城
唱
玉
美
明
治
二
十
年
三
月
三
日
出
版
御
届
)

豐
」
第
一
首
の
首
聯
。
な
お
、
黍
園
の
「
雙
マ
懐
昔
、
ズ
待
深
(
後

略
)
」
と
の
牙
付
さ
れ
て
い
る
。

中
村
氏
前
掲
論
文
二
0
六
頁
。

「
幾
回
」
は
四
月
1
四
日
号
で
は
「
夢
龍
」
に
作
る
が
、
六
月
十
六
日

号
の
「
正
誤
」
に
ょ
り
改
め
た
。

な
お
、
一
高
陽
新
帳
』
で
は
Ξ
首
の
そ
れ
ぞ
れ
に
「
海
南
」
と
称
す
る

人
物
の
評
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
藤
野
海
南
(
一
八
五
七
S

一
九
四
四
)
の
こ
と
か
。

国
分
高
胤
著
、
木
'
編
「
青
座
詩
存
』
(
国
分
正
胤
、
一
九
七
五
年
)

所
収
の
木
下
彪
の
序
に
拠
る
。

一
鞭
波
「
明
治
前
期
東
亜
文
化
交
流
の
一
側
面
1
一
奪
人
水
越
耕
南

の
交
友
を
中
心
に
」
(
関
西
文
化
研
究
桑
邑
『
東
ア
ジ
ア
三
国
の
文

化
1
受
容
と
融
合
1
』
、
二
0
0
九
年
)
六
十
五
・
六
十
六
頁
。

23456789

ノ
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蒋
海
波
「
近
代
日
中
文
化
交
流
の
足
跡
を
訪
ね
て
1
中
国
画
家
胡
鉄

梅
と
阪
神
間
の
文
人
た
ち
」
令
神
戸
華
僑
歴
史
博
物
館
通
信
』
北
5
、

二
0
0
五
年
)
等
。

中
村
氏
前
掲
論
文
一
九
六
S
二
0
五
頁
。

中
村
氏
前
掲
論
文
二
0
五
頁
。

中
村
氏
前
掲
論
文
二
0
六
頁
。

中
村
氏
前
掲
論
文
二
0
七
頁
。

『
高
知
県
人
名
事
典
新
版
』
刊
行
委
員
会
編
『
高
知
県
人
名
器
<

新
版
』
(
島
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
)
、
三
九
頁
。

中
村
氏
前
掲
論
文
二
0
七
頁
。

三
浦
漁
(
一
竿
)
宍
輪
晩
唱
集
』
剛
竺
二
浦
万
里
、
明
治
四
十
二
年
)

四
十
五
丁
。

「
胡
」
の
字
は
原
資
料
で
は
「
月
」
と
「
古
」
を
左
右
に
合
し
た
字
と
な
っ

て
い
る
が
、
「
胡
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
、
改
め
た
。

「
全
」
は
こ
の
詩
の
前
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
錦
浦
の
上
引
の
詩
を
承
け
、

「
陰
暦
」
を
指
す
。

「
亟
」
は
「
丞
」
黒
り
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
明
ら
か
な
希
箇
所
は
、

後
に
正
し
い
字
を
<
>
に
入
れ
て
示
す
。
以
下
同
じ
。

こ
の
工
子
は
印
刷
が
不
鮮
明
で
、
烈
航
で
き
ず
、
や
む
な
く
.
で
示
し

た
。
以
下
同
じ
。

「
鐙
」
の
字
は
原
資
準
は
「
缶
」
の
よ
う
な
形
と
ヌ
旦
」
を
左
右
に

合
し
た
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
鐙
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

な
の
で
、
改
め
た
。

林
春
Ξ
郎
編
輯
兼
発
行
、
明
治
二
十
三
年
。
馬
仂
周
と
高
知
倫
人
た

ち
と
の
唱
酬
詩
を
中
心
と
し
て
編
集
さ
れ
た
漢
詩
文
災

寅
彦
は
恩
師
を
鼎
し
て
、
蓑
田
「
先
生
は
K
市
で
一
等
の
旅
館
延
命

軒
の
二
階
に
下
宿
し
て
居
た
」
と
記
し
て
い
る
姦
田
先
生
」
、
『
寺

田
寅
彦
全
随
筆
三
』
所
収
、
岩
洗
居
、
一
九
九
二
年
)
。

中
村
氏
前
掲
論
文
一
九
八
頁
。

た
だ
、
胡
鉄
梅
の
実
際
の
来
日
の
時
期
は
、
明
治
十
四
郁
四
月
末
か
ら

五
月
末
に
か
け
て
の
こ
ろ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
十
口
今
計
文
詳
解
』

第
百
三
十
九
集
(
明
治
十
七
年
)
に
胡
鉄
梅
の
 
7
¥
巳
四
月
遊
日
本
之

作
」
象
載
っ
て
い
る
の
に
拠
る
。

中
村
氏
前
掲
論
文
二
0
一
頁
。

当
時
の
高
知
県
の
県
外
と
の
交
通
事
情
に
つ
い
て
蛙
弗
県
編
集
発
行

『
高
知
県
史
』
(
一
九
七
0
年
)
八
十
九
S
九
十
一
、
五
二
七
、
五
ニ
ハ

、
0

一
昂
県
人
名
器
か
喫
委
員
会
編
宗
殆
県
人
名
謡
<
』
全
身
市
民

鼎
館
、
一
九
七
一
年
)
三
0
 
一
頁
。

宏
弗
県
人
名
事
典
』
三
三
四
頁
。

『
高
知
県
人
名
取
典
』
二
六
二
頁
。

高
知
県
歴
史
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
高
知
県
歴
史
辞
典
』
(
高
知
市
民

鼎
館
、
一
九
八
0
年
)
付
竺
十
八
、
、
一
十
九
頁
。

「
思
」
の
字
は
『
高
城
唱
玉
集
』
で
は
「
懐
」
に
作
る
。

『
弥
生
新
聞
』
九
月
三
十
日
号
と
十
月
七
日
号
に
そ
の
と
さ
詠
ま
れ
た

八
人
倫
人
の
作
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
論
文
二
0
八
頁
。
な
お
、
咸
臨
閣
は
高
知
城
天
守
。

沢
村
之
竹
は
、
名
は
猶
辰
。
之
竹
は
そ
の
号
令
孤
晩
胆
粲
』

五
十
二
丁
)
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
{
女
岡
家
の
歴
史
の
ぺ
ー
ジ
」
中
の
「
残
さ
れ
た
者
の

1
示

23 22 2] 20 19 揺 17 ]6 15 14 13 12 11

37 36 35

10

34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24

-22-



39

目鄭水
田

f.
0」
弔,区'
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38

時
代
に
」
及
び
安
岡
章
太
郎
按
沸
譚
』
上
・
下
(
新
郡
、
一
九
八

一
年
)
付
録
「
安
岡
家
系
図
」
に
拠
る
。

中
村
氏
前
掲
論
文
二
0
九
S
二
二
0
頁
。
中
村
氏
が
紹
介
さ
れ
て
い
な

い
も
の
を
拾
え
ば
、
二
十
年
か
ら
三
十
一
年
初
め
に
か
け
て
の
こ
ろ
、

胡
鉄
梅
か
ら
璞
堂
あ
て
、
馬
仂
周
J
覇
介
す
る
尺
順
が
来
て
、
璞
Ⅷ
茅

こ
れ
に
戲
れ
て
贈
っ
た
詩
と
、
胡
鉄
梅
の
尺
朧
ヘ
の
包
詩
ぐ
ら
い
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
で
碇
唱
玉
二
編
染
』
十
一
丁
に
載
る
璞
堂
の
「
胡
鉄

柳
市
日
中
為
余
兄
弟
三
人
説
『
馬
君
心
那
不
凡
』
、
因
戯
噐
.
と
「
題

ー
す
紗
1
毎
尺
愉
後
^
。

中
村
氏
前
掲
論
文
Ξ
八
頁
。(

し
ぱ
た
・
き
よ
つ
ぐ
)
本
学
教
授

海
波
(
シ
ョ
ウ
・
カ
イ
ハ
)
木
学
む
'
、
ー
'
Ⅱ


